
議会のことを

コンパクトにお知らせ

平成31年冬号（平成30年12月定例会）
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8 名の議員が登壇
町の考えを問う［一般質問］

議会はココに注目
12 月定例会での主な質疑

新年のごあいさつ
議員から一人ひと言
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議
会

ナ
ビ

「
本

年
もどうぞよろしくお願い申し上げます（新

年
初

顔
合

わ
せ

）」
え

が

おナビ　「心強い町の宝 （成人式）」

ま
ち

風
景

ナビ「 私たちを守ってくれています
 （出

初
式

）」 

議会ホームページも
あわせてご覧ください
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　町民の皆様方には、輝かしい新春を
お健やかに迎えられましたこととお慶び
申し上げます。
　さて私は、議会運営において最も大事
なことは、公平・公正であることと考えて
おります。今後も、町民皆様が安全で安
心した生活ができますよう、議員各位と
共に尽力してまいる所存であります。
　結びに、皆様にとって幸多い年になり
ますことをご祈念いたしまして、年頭の
ご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございます。
健やかな新春をお迎えのこととお慶び申
し上げます。
　今年は平成最後の年でもあり、議会の
改選の年でもあります。この四年間、議
長の下で、公平公正な議会運営が行わ
れ、議員発言も前期に比べ飛躍的に活発
になったと感じています。
　これからも皆様とともに、より良い横瀬
町になるよう努めてまいります。本年も
どうぞよろしくお願いいたします。

議 長

新年のごあいさつ
今年もよろしくお願いいたします

◆ 議長・副議長ごあいさつ ◆

謹賀新年。今年も町民の皆さん
の意見、批判、要望を真

しん

摯
し

に受
け止め、まじめ
に議会活動を
頑張ります。

阿
あ さ み け ん じ

左美健司

子育て世代が希望を持て、
高齢者にもやさしく、全ての人々
が楽しく生活
できる町にしま
しょう。

浅
あ さ み や す ひ こ

見裕彦

謹賀新年。亥の如き勢いの町、亥
の如きこの体で推し進めて参ります
ので、引き続きご
指導よろしくお願
い申しあげます。

向
む か い よ し ふ み

井芳文

「節約と投資」を掲げ、限られた
横瀬町予算の中、現在の節約と、
子育てなど未来
への投資を推し
進めたい。

内
な い と う す み お

藤純夫

横瀬町の５年先を見据えて、次
世代のために提案・行動し、後進
育成に力を入れ
て地域の活性
化に努めます。

黒
くろさわかつひさ

澤克久

謹賀新年。本年も横瀬町の発展
と町民の皆様の幸福実現に向け、
謙虚に全力で
精進していきた
いと思います。

今年は亥年。猪突猛進。
亥
い

亥
い

まち、安心して暮らせる
まちづくりを目
指し、まっしぐ
らに進みます。

新
あ ら い こ じ ろ う

井鼓次郎

一人ひとりの声を大切に、
住みよい町づくりを目指して、
今年も笑顔で
全力疾走して
まいります。

宮
みやはら

原みさ子

あけましておめでとうございます。
１０期４０年の経験を生かし、
町政発展のため、
引き続き努力い
たします。

若
わかばやしせいへい

林 清 平

人に優しい、信頼関係のある、
若い世代にも、高齢者にも住みよ
い魅力あふれる
町を実現するた
めに働きます。

若
わかばやしそういちろう

林想一郞

小
こ い ず み は つ お  

泉 初 男

副議長

大
お お の の ぶ え

野 伸 恵

◆ 議長・副議長ごあいさつ ◆

関
せ き ね

根 修

こ

おさむ
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平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

 

道
の
駅
の
ブ
ロ
ワ
ー
交
換
は
自
前
で

や
る
修
繕
及
び
維
持
管
理
と
な
ら
な
い
か
。

 

修
繕
の
費
用
負
担
の
う
ち
指
定
管
理

者
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
持
ち

出
せ
る
も
の
は
道
の
駅
で
費
用
負
担
す
る
。

 

財
政
調
整
基
金
の
マ
イ
ナ
ス
補
正

１
０
０
０
万
円
の
詳
細
理
由
は
。

 

歳
入
歳
出
の
差
額
の
調
整
の
た
め
で

あ
る
。

 

花
咲
山
公
園
南
側
の
土
地
を
無
料

で
借
り
ら
れ
る
と
あ
る
が
、 

契
約
書
は

あ
る
か
。

 

今
年
度
、
使
用
貸
借
契
約
を
結
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。

 

民
生
費
出
産
祝
い
金
の
増
額
内
訳

は
。 

出
産
予
定
数
が
52
名
で
あ
っ
た
が
、 

56
名
に
見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

 

国
際
交
流
事
業
を
債
務
負
担
行
為

と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

 

来
年
度
8
月
中
旬
に
実
施
予
定
を

し
て
い
る
が
、
航
空
機
の
予
約
、
学
校
訪

問
の
申
し
込
み
が
来
年
3
月
中
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
確
実
安
全
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

施
設
整
備
等
修
繕
工
事
に
な
ぜ
町

債
を
起
こ
す
の
か
。

 

起
債
は
後
年
度
負
担
と
な
り
、
負
担

の
公
平
化
を
図
る
も
の
で
、
元
利
償
還
金

の
60
％
が
交
付
税
算
入
さ
れ
る
た
め
で
あ

る
。 

公
務
災
害
の
原
因
と
対
策
は
。

 

今
年
度
は
3
件
あ
り
、
切
創
、
頚け

い
つ
い椎

捻
挫
等
で
、
職
員
の
不
注
意
で
起
こ
っ
た
。 

安
全
運
転
等
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

 
補
装
具
費
負
担
金
の
増
額
理
由
は
。

 
障
が
い
者
の
日
常
生
活
に
必
要
な
補

装
具
の
修
理
購
入
見
込
み
に
対
し
て
、
実

績
が
上
回
っ
た
た
め
で
あ
る
。

 

な
ぜ
、
横
瀬
小
学
校
の
耐
力
度
調

査
を
再
度
行
う
の
か
。

 

耐
力
度
調
査
の
基
準
が
改
正
さ
れ
、 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
コ
ア
の
状
態
に
よ
っ
て
は

数
値
が
下
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
議
案

 

指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い
て
、 

期

間
を
３
年
と
し
て
い
る
が
、
５
年
に
し

な
い
理
由
は
。

 

環
境
変
化
が
激
し
い
時
代
、 

い
ろ
い

ろ
な
組
み
合
わ
せ
や
可
能
性
を
考
慮
し

て
３
年
と
し
て
い
る
。

 

横
瀬
駅
前
観
光
案
内
所
の
閉
所
時

間
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

 

総
合
的
に
勘
案
し
、
考
え
て
い
き
た

い
。

平成 30年 12 月定例会
（12 月 7 日 〜 10 日 ）

この 12 月議会では、条例改正、補正予算等について審議しました。
主な質疑をお知らせします。

議会はココに注目！
12月定例会での主な質疑

へぇ〜、このへんなんだねぇ

どんな校舎になるんかさぁ…
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注）※印は議長（議事進行を行う議長は賛否の表明はしません。
賛否同数の場合のみ議長裁決として賛否表明し、その場合
は「裁」と記載します）

審
議
結
果

向
井
芳
文

黒
澤
克
久

阿
左
美
健
司

宮
原
み
さ
子

浅
見
裕
彦

新
井
鼓
次
郎

内
藤
純
夫

大
野
伸
恵

若
林
想
一
郎

関
根　

修

小
泉
初
男

若
林
清
平

町長提出議案

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

横瀬町保健福祉審議会条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○
横瀬町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○

横瀬町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○

横瀬町学童保育室条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○
横瀬町指定地域密着型サービス事業者の指定に関する事項並びに
指定地域密着型サービスの人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例等の一部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○

平
成
30
年
度 

補
正
予
算

横瀬町一般会計補正予算（第 3 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町下水道特別会計補正予算（第 2 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

人
事 横瀬町固定資産評価審査委員会委員の選任について（加藤元弘さん） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

そ
の
他

横瀬町地域振興拠点施設指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町観光案内所指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町総合福祉センター指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町コミュニティ防災センター指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

請　
願

横瀬町における受動喫煙防止対策に関する請願 採択 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○
東海第二原子力発電所の運転延長を行わないことを求める請願 継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○
生態系への影響が指摘されているネオニコチノイド系農薬の規制
を求める意見書の提出を求める請願 委員会付託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

憲法改正に反対する意見書の提出を求める請願 委員会付託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願 委員会付託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

賛成…○　反対…×
欠席…欠平成30年12月定例会［ 審議した議案と結果 ］

知
っ
て
ほ
し
い
！ 

知
ら
せ
た
い
！

議
会
活
動

あ
れ
こ
れ

 

常
任
委
員
会
の
う
ご
き

委
員
会
で
は
事
項
に
よ
っ
て
担
当
を
分
け
、
調
査
・

審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
11
月
27
日
）

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
関
す
る
請
願
を
採
択

　
９
月
議
会
で
付
託
さ
れ
た
「
横
瀬
町
に
お
け
る
受

動
喫
煙
防
止
対
策
に
関
す
る
請
願
」
に
つ
い
て
の
審

査
を
、
参
考
人
出
席
の
も
と
行
い
ま
し
た
。
審
査
結

果
は
、
挙
手
多
数
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
所
管
事
務
調
査
は
、
横
瀬
町
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会（
11
月
27
日
）

姿
の
池
、
工
事
中
！

　
東
海
第
二
原
子
力
発
電
所
の
運
転
延
長
を
行
わ
な

い
こ
と
を
求
め
る
請
願
を
審

査
し
、継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　
横
瀬
町
の
灌か
ん
が
い漑
用
た
め
池

の
姿
の
池
の
耐
震
化
事
業
に

つ
い
て
調
査
し
、
現
地
視
察

し
ま
し
た
。
大
地
震
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
す
る
の
が
目
的

で
す
。
高
さ
を
下
げ
、
頑
丈

に
し
ま
す
。

あっ、水がない！ 水抜いたんだあっ、水がない！ 水抜いたんだ
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一般質問とは、議員が政策提言も含めて町政全般に
ついて質問するものです。この議会だよりでは、議員
本人が執筆（要約）したものを掲載しています。

8 人の議員が
登壇しました8 名が町に問う

一 般 質 問

　大
おお

野
の

伸
のぶ

恵
え

議員が聞く！

遊具のある子ども用スポットを
各
地
の
観
光
地
や
道
の
駅
に

幼
児
用
遊
具
を
備
え
た
ス
ポ
ッ
ト

が
多
く
見
ら
れ
る
。
秩
父
市
に
は

子
ど
も
向
け
公
園
が
あ
る
が
、
横

瀬
町
に
は
な
い
。
町
で
も
道
の
駅

ま
た
は
旧
芦
ヶ
久
保
小
に
つ
く
れ

な
い
か
。
町
民
と
観
光
客
が
と
も

に
使
え
、
効
率
的
と
考
え
る
が
。

町
長　

子
ど
も
向
け
公
園
は

ず
っ
と
考
え
て
い
る
。
何
が
で
き
る

か
考
え
て
い
き
た
い
。

来
年
度
予
算
の
策
定
に
各
議

員
か
ら
の
提
案
は
盛
り
込
ま
れ
る

か
。
ま
た
、
過
去
に
私
が
質
問
し

た
う
さ
ぎ
沢
左
岸
の
開
発
、
横
瀬

駅
前
の
整
備
、
町
道
４
号
線
や

１
１
８
号
線
の
通
学
路
の
整
備
な

ど
は
計
上
さ
れ
る
か
。

副
町
長　
議
員
提
案
に
つ
い
て

は
、
可
能
な
も
の
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
駅
前
整
備
等
は
、
今
年
度
外
部

の
専
門
家
に
依
頼
し
た
「
ま
ち
な
か

活
性
化
事
業
」
の
検
討
対
象
な
の
で
、

提
案
を
受
け
た
い
。

第
６
次
行
政
改
革
大
綱
に
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
が
、
町

長
の
納
得
の
い
く
書
類
と
な
っ
て

い
る
か
。

町
長　
一
定
の
評
価
は
し
て
い

る
が
、
な
お
進
化
さ
せ
た
い
。

町として、これからの対策は？
　宮

みやはら

原みさ子
こ

議員が聞く！

保
育
所
等
の
紙
お
む
つ
持
ち

帰
り
の
現
状
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
現
状
は
、

持
ち
帰
り
を
し
て
い
る
。
保
護
者
の

方
に
子
ど
も
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
も
ら
う
た
め
と
、
町
で
使
用
済
み

紙
お
む
つ
の
処
理
袋
と
し
て
、
年
間

60
枚
提
供
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

風
疹
が
流
行
し
て
い
る
が
、
風

疹
予
防
対
策
と
し
て
、
未
接
種
の

町
民
に
対
し
て
町
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
周
知
啓
発
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　
県
内
で
は
、

18
の
自
治
体
で
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

町
と
し
て
も
風
疹
の
感
染
状
況
や
、

今
後
、
国
・
市
町
村
の
動
向
を
見
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
状
況
を
見
な
が
ら
、
機
会

を
と
ら
え
周
知
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

全
国
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い

る
、
小
中
学
校
の
登
下
校
で
ラ
ン

ド
セ
ル
等
の
荷
物
が
重
す
ぎ
る
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
、
町
と
し
て

の
対
策
は
。

教
育
長　
学
校
の
判
断
を
も
と

に
、
児
童
生
徒
の
持
ち
物
が
過
剰
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
。

公文書は国民の貴重な共有財産
「
公
文
書
」
は
、
未
来
に
生
き
る

国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
国
民
の
貴
重
な

共
有
財
産
で
あ
る
。
公
文
書
の
定
義
と

管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
公
文
書
は
、
町
公

文
例
規
程
に
定
め
ら
れ
、
職
員
が
職

務
権
限
に
基
づ
き
作
成
・
取
得
し
た
文

書
等
で
あ
る
。
管
理
は
保
存
年
限
基
準

に
従
い
、
戦
前
文
書
も
含
め
て
保
存
し

て
い
る
。

国
保
税
の
子
ど
も
への
均
等
割
り

は
減
免
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

い
き
い
き
町
民
課
長
負
担
の
公
平

性
を
慎
重
に
考
慮
し
て
い
く
。

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
導
入
し

た
ら
ど
う
か
。

町
長　
こ
れ
自
体
は
難
し
い
が
、

財
源
と
セ
ッ
ト
で
支
援
す
る
仕
組
み
を

何
か
考
え
た
い
。

人
権
教
育
の
今
後
の
進
め
方
は

ど
う
か
。

教
育
長　
人
と
つ
な
が
る
力
の

醸
成
に
努
め
る
。

町
長　
「
多
様
な
幸
せ
を
つ
く
り
、

良
い
町
を
つ
く
る
」
を
リ
ン
ク
す
る
。

　浅
あさ

見
み

裕
やすひこ

彦議員が聞く！
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伝
統
芸
能
・
文
化
伝
承
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長　
中
学
校
に
お
い
て

は
、
郷
土
芸
能
に
触
れ
、
文
化
財
の

意
義
・
保
存
継
承
の
大
切
さ
を
伝
え
、

地
域
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な
る
よ

う
、
平
成
28
年
度
よ
り
芸
術
鑑
賞
の

一
環
と
し
て
３
団
体
に
よ
る
上
演
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
統
文
化
継

承
団
体
へ
は
後
継
者
育
成
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

郷
土
愛
育
成
に
つ
い
て
、
横
瀬

町
の
シ
ン
ボ
ル
は
武
甲
山
だ
と
思

う
が
、
５
月
１
日
の
山
開
き
を
伝

統
文
化
に
親
し
む
日
と
し
て
、
休

校
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

教
育
長　
祭
り
や
行
事
は
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
成
し
て
い
く
も
の

だ
と
思
う
。
郷
土
愛
の
育
成
に
は
伝

統
文
化
に
触
れ
、
魅
力
・
良
さ
を
自

然
発
生
的
に
実
感
す
る
こ
と
が
大
切
。

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
の一
環
で
あ
る
、
伝

統
文
化
に
親
し
む
日
は
、
地
域
の
盛

り
上
が
り
に
呼
応
し
て
い
く
流
れ
か

と
思
う
。

　
初
め
に
、
職
員
を
対
象
と
し
た

手
話
講
習
会
に
多
数
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
支
え
合
っ

て
暮
ら
せ
る
「
共
生
社
会
」
を
推

し
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い

る
方
に
退
去
の
通
知
を
出
し
た
と

聞
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で

進
ん
で
い
る
の
か
。

建
設
課
長　
建
物
の
老
朽
化
が

激
し
く
、
平
成
33
年
度
末
に
は
取
り

壊
し
て
地
主
に
土
地
を
返
還
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
入
居
者
に
は
丁
寧
に

説
明
し
、転
居
に
関
し
て
は
健
康
面・

生
活
面
の
フ
ォ
ロ
ー
と
負
担
軽
減
に

配
慮
し
、
進
め
て
い
る
。

町
長
の
公
約
で
も
あ
る
ハ
イ
キ

ン
グ
道
の
整
備
に
毎
年
50
万
円
の

予
算
し
か
つ
い
て
い
な
い
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
「
歩
き
た
く
な
る
町
」

を
掲
げ
、
こ
れ
か
ら
も
ハ
イ
キ
ン
グ

道
の
整
備
を
進
め
た
い
。

花
咲
山
入
り
口
に
資
材
が
乱
雑

に
積
ま
れ
て
お
り
、
排
水
路
は
土

砂
が
入
り
、
雑
草
も
伸
び
放
題
と

な
っ
て
い
る
。
整
備
・
整
理
を
し
な

い
の
か
。

振
興
課
長　
し
か
る
べ
き
時
に
対

応
し
た
い
。

※
そ
の
他
、
横
瀬
小
学
校
校
舎
新
築

　
に
つ
い
て
の
考
え
を
質
問
し
た
。

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

受
入
額
７
３
８
万
円
の
使
い
道
は
。

ま
ち
経
営
課
長　
６
０
０
万
円

を
国
際
交
流
基
金
の
積
立
、
50
万
円

を
妊
婦
健
康
増
進
事
業
、
50
万
円
を

新
婚
世
帯
家
賃
補
助
事
業
に
充
当
。

同
窓
会
事
業
か
ら
ふ
る
さ
と

納
税
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

ま
ち
経
営
課
長　
Ｐ
Ｒ
は
し
て

い
る
が
実
績
は
な
い
。

過
去
3
年
間
の
横
瀬
町
の
ふ

る
さ
と
納
税
で
は
、
受
入
金
額
よ

り
他
自
治
体
に
出
て
い
っ
た
方
が

多
い
が
、
検
証
し
て
い
る
の
か
。

ま
ち
経
営
課
長　
制
度
の
趣
旨

に
の
っ
と
り
、受
入
拡
大
を
図
り
た
い
。

93
件
９
４
５
万
円
が
出
て
い
っ

て
い
る
が
、
返
礼
品
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
天
秤
に
か
け
、
横
瀬
町
に

納
税
し
た
く
な
い
と
い
う
意
思
表

示
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
。

町
長　
欲
し
い
も
の
が
あ
っ
た

か
ら
し
た
の
だ
と
思
う
。
他
市
町
村

へ
の
寄
附
は
、
交
付
税
措
置
が
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
す
る
自
由
も
あ
り
、

町
の
魅
力
を
上
げ
て
町
に
納
税
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

総
務
省
が
ふ
る
さ
と
納
税
の

意
義
の
中
で
、
自
治
体
間
の
競
争

だ
と
言
っ
て
い
る
が
。

町
長　
競
争
だ
け
で
は
な
く
、
金

額
を
増
や
す
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

  阿
あ さ み

左美健
けん

司
じ

議員が聞く！

えっ、そうだったの？

　黒
くろさわ

澤克
かつひさ

久議員が聞く！

郷土愛育成について

　内
ないとう

藤純
すみ

夫
お

議員が聞く！

町営住宅・花咲山・ハイキング道整備について
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健康予防は転倒予防から

みんなのまちづくり

健
康
予
防
に
は
、
ま
ず
は
病

気
に
な
ら
な
い
、
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
、
つ
ま
り
健
康
寿
命
を
長

く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
高
齢
者
の

み
な
ら
ず
、
転
倒
に
よ
る
日
常
生

活
の
変
化
が
後
の
人
生
に
多
大
な

影
響
を
与
え
る
要
因
に
な
る
。
ま

ず
、
転
倒
を
予
防
す
る
こ
と
を
個

人
が
意
識
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
転
倒
予
防
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
。

健
康
づ
く
り
課
長　
広
報
等
で

啓
発
し
、
転
倒
予
防
の
推
進
を
検

討
す
る
。

将
来
の
医
療
・
介
護
費
の
削
減
に

な
る
。
ぜ
ひ
、
転
倒
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

都
市
部
と
の
連
携
で
雇
用
の
創
出
は

雇
用
創
出
の
観
点
か
ら
、
都

市
部
と
の
連
携
に
よ
る
介
護
施
設

等
の
誘
致
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え

る
の
か
。
今
年
３
月
に
杉
並
区
と

南
伊
豆
町
は
共
同
で
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
南
伊
豆
町
内
に
開
所
。

雇
用
面
や
消
費
さ
れ
る
食
材
や
生

活
必
需
品
等
の
経
済
面
で
も
期
待

材
料
と
の
こ
と
。
先
進
地
の
事
例

を
研
究
し
、参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
１
つ
の
方
法
で
は
あ
る

が
、
現
状
で
は
や
や
慎
重
で
あ
る
。

秩
父
市
の
事
業
の
進
展
を
見
守
り

た
い
。

町
民
意
見
収
集
の
現
状
は
。

ま
た
、
課
題
の
認
識
と
展
望
は
。

ま
ち
経
営
課
長　

各
種
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
町
長
メ
ー
ル
、
手
紙
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
意
見
箱
、
町
政
懇
談
会
、
子

ど
も
懇
談
会
等
で
多
く
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
課
題
は
、
内
容
の

充
実
と
潜
在
的
な
意
見
の
掘
り
起
こ

し
で
あ
り
、
意
見
を
実
行
し
て
い
く

体
制
づ
く
り
や
回
答
を
速
や
か
に
す

る
な
ど
、
町
民
の
皆
様
と
信
頼
関
係

が
築
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

意
見
収
集
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入

と
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　
こ
の
１
年
間
で
大
き
く

状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
今
が
力
の
入
れ

ど
こ
ろ
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
た
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

の
施
行
後
の
取
り
組
み
と
展
望
は
。

健
康
づ
く
り
課
長　
講
演
会
開

催
、
秩
父
地
域
で
の
協
議
会
設
置
、

役
場
で
の
対
応
要
領
を
定
め
る
等
に

努
め
て
お
り
、
今
後
も
取
り
組
み
を

進
め
る
。

　関
せき

根
ね

　修
おさむ

議員が聞く！

　向
むか

井
い

芳
よしふみ

文議員が聞く！

12月定例会を傍聴した方から、感想をいただきました

傍聴ナビ

初めての傍聴、
よかったです

今回初めて、しかも 2 日間傍聴しましたが、まず
一般質問が 8 人という多さに感心しました。議会
は堅苦しいだけのものではなく、例えば学校関
係、予算、雇用対策等、議案が 19 案件ありました。
議員の方々が町民の意見を汲み取って、まちづく
りを考え質問され、町長、職員の方々の対応もわ
かりやすく、参考になりました。また機会があれば
傍聴に行きたいと思います。

大橋　正さん

秩父広域市町村圏組合議会

 身近なこと、決めてます
全員協議会（9/20・11/7）では、秩父新電力（株）
との地域新電力事業に関する協定締結につい
ての説明を受け、第３回定例会（11/14）では、
平成 29 年度一般会計決算認定等、３議案を
審議。すべて承認・可決しました。10/18・19
には静岡県藤枝市環境政策課を視察。もった
いない運動の経緯や内容の説明を受け、地域
環境保護、エコ意識の高まりと、ごみの分別
減量化の取り組みについて学びました。



詳細は議会ホームページをご覧いただくか
議会事務局 TEL 25-0119 にお問合せください

次の定例会は
3 月上旬 開会予定

本会議は
どなたでも
傍聴できます♪

高台から見守っています
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いつも議会ナビを読んでいただき、ありがと
うございます。
「読んでもらえる事！」を目指し、委員一同活
発に楽しく編集会議を実施しています。写真
のコメントなど、ちょっと楽しくなっていると感
じられないでしょうか。また、視察受け入れな
ど貴重な経験もすることが出来ました。議会
ナビの編集を通じ、横瀬町がもっと良くなる
ことを熱く目指しています。これから
もよろしくお願いいたします。（N・Ｏ）

編集を終えて

別名「荻野堂」とも呼ばれ、本尊の聖観
音はかつて武甲山頂にあったと伝えられて
います。武甲山を正面に見ることができ、
眺望も良いので、ぜひ足を運んでみてく
ださい。

　　   表紙 “クイズ de よこぜ ”
　　   こたえは……
「札所六番 向陽山 卜

ぼ く

雲
う ん

寺
じ

」です

議会だよりで新地町と切磋琢磨
［2018.10.31　福島県新地町議会広報編集委員会］
新地町は東日本大震災で多くの犠牲者を出しており、
現在復興に全力で取り組んでいる町です。大変素晴らしい広報
を作成されている議会からの視察を受け、戸惑いもありましたが、
活発な意見交換ができ、大変勉強をさせていただきました。

よこぜ議会ナビ、月刊誌に掲載！
［指摘を活かし、早速改善］
月刊「地方議会人（2018 年 11 月号）」の市町村議会広報
クリニックのページに「よこぜ議会ナビ」が掲載されました。「見
やすくわかりやすく、よくまとまっている」との高評価をいただく
一方、住民とのコラボレーション強化の重要性、文体の統一等、
ご指摘もいただきました。
今号はそのご指摘を活かし、文体の統一をしてみました。今後も
手に取りたくなるような、読みたくなるような広報を目指して参りま
すので、引き続きご指導よろしくお願い申し上げます。

秩父にもこんなところあります
［2018.11.15　皆野町・花の森こども園を視察］

自然の中で、独自
の教育理念に基づいた特色あ
る保育事業を展開している

「花の森こども園」。
葭田園長の幼児教育に対する
熱い思いを伺い、感銘を受け
ました。　

考えさせられました
［2018.11.19　講演会］
石飛幸三先生による「穏やかな最期を迎えるために～
平穏死のすすめ～」と題した講演を拝聴させていただきました。

国道 140 号の先は…
［2018.11.26　甲府市へ視察研修」
山梨県における林業振興と、国道 140 号山梨県側の
西関東道等の整備状況を視察。秩父側も早期実現を望みます。
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